
西脇市立西脇南中学校
リーディングＤＸスクール事業

授業研究会
（令和７年９月24日）

令和７年度リーディングＤＸスクール事業指定校

研究事業指導案



社会科学習指導案 

 

実施学級 第 ３学年 ２組 ３９名    

実施日時 令和 ７年９月２４日 ５時限    

実施場所 多目的教室           

                                            指 導 者 横川 和成 

１ 単元名 

人権と日本国憲法 

 

２ 単元目標 

・基本的人権の尊重、国民主権及び平和主義を基本的原則とした日本国憲法の意義について理

解している。 

・日本国憲法の国民主権及び平和主義を実現するための国や市民のあり方について、多面的・

多角的に考察し、自らの意見を示すことができている。 

 

 

３ 評価の観点 

観点 評価観点別目標 

知識・技能 

人権思想の歴史など歴史的分野の学習内容を踏まえて、基本的人

権の尊重、国民主権及び平和主義を基本的原則とした日本国憲法

の意義について理解している。（近代憲法概念の理解） 

思考・判断・表現 

個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、日本国憲法の

国民主権及び平和主義を実現するための国や市民のあり方につい

て、多面的・多角的に考察し自らの意見を示すことができてい

る。 

主体的に学習に取り組む

態度 

投票率の低下、選挙年齢の引き下げ、核兵器禁止条約といった現

代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうと

している。 

 

４ 単元全体の指導計画（全５時間） 

第一次 ①/５ 

授業名 人権の歴史と日本国憲法 

ねらい 
人権の歴史を踏まえ、人権と憲法の関係から法の支配につい

て理解できる。 

「深い学び」への

指導ポイント 

憲法違反かそうでないかを考える問題の選択基準を議論させ

ることで、憲法国家のあり方や権力を制約する法であること

に気づかせる。 

第二次 ②/５ 

授業名 国民主権と私たちの責任 

ねらい 
民主主義社会で生きる国民に必要な力について考えることが

できる。 

「深い学び」への

指導ポイント 

多数決の論理の課題点について議論し、民主主義に必要な市

民の資質について個人の考えをteamsに投稿することで、他者

の意見を参照できるようにする。 



第三次 ③、④/5 

授業名 平和主義の意義と日本の役割 

ねらい 
世界と自国の平和のために日本が果たす役割について、自分

の考えを述べることができる。 

「深い学び」への

指導ポイント 

核兵器禁止条約と集団的自衛権に関する自己の意見を形成す

ることを通して、平和主義の曖昧さを捉える。 

第四次 ⑤/５ 

授業名 基本的人権と個人の尊重 

ねらい 
個人の尊重とはどのようなことを法の下の平等に着目して考

察することができる。 

「深い学び」への

指導ポイント 

「ちがいのちがい」のワークに取り組み、グループごとにマ

トリックスに整理するとともに、分類した基準や理由を明確

にする。 

 

 

５. 本時（第３次 １時間目） 

 (1) 本時の指導目標 

 

観点 目標 手立て 

知識及び技能 

日本国憲法が定める平和主義の考え方

について、歴史的分野の既習事項を踏

まえて、理解できる。 

広島の平和記念公園の写真から、

歴史的分野の学習を想起させると

ともに、憲法 9条の条文について

全体での読み取りをする。 

思考力、判断

力、表現力等 

平和主義を掲げる日本が国際社会で果

たすべき役割について、核兵器禁止条

約をもとに考えることができる。 

核兵器禁止条約に関わる対立構造

をスライドに整理し、自らの意見

を根拠に基づいて述べられるよう

にする。 

  

 

(2) 教材 

プロジェクター 提示用 PC タブレット端末 トランプ  

資料（絵本：核兵器禁止条約ってなんだろう） 

 

 

(3) 学習指導場面の工夫 

学習形態 場面・工夫 

一斉指導 

Teams に投稿された内容を教師が集約し、生成ＡＩを用いて立

場を整理することで、対立構造や全体の意見の動向を生徒がつ

かみやすくする。 

個別最適な学び 

Power point のスライド（またはプリント）に、簡易的なバタ

フライチャートを用いることで、対立する構造をとらえやすく

する。 

協働的な学び 
ジレンマゲームの振り返りを班ごとに行うことで、相手国がい

る平和の難しさや核兵器を持つことが与える影響について考え

を共有できるようにする。 



(4) 学習の展開 

 
学習者の活動 

「深い学び」につながる学

習形態における支援 

学習

形態 

GIGA端末・
クラウド環境の
活用 

導

入 

１

０

分 

・音読をして、穴埋めをする。（宿

題でさせておく） 

 

・本時の課題を知る。 

・核兵器禁止条約に日本が

参加しなかったニュース

をみる。 

・教科書 p.46.平和記念公

園の写真と日本国憲法 9

条を確認させ、日本の歴

史や国際的な役割を想起

させる。 

 

 

一斉 teams  

【流れの提

示】 

展

開 

３

５

分 

・前回のジレンマゲームの振り返り

をクラスで交流する。 

 

 

 

 

・核兵器禁止条約の賛否に関して、

双方の意見を簡易バタフライチャ

ートにまとめる。個人で始めたの

ち、班での相談をできるようにす

る。 

 

 

・teams に「核兵器禁止条約に日本

は参加すべきか？参加すべきでな

いか？」に対する個人の立場を投

稿する。 

・感想を班員同士で交流し

たのち、数名に述べさ

せ、平和の維持や核兵器

所持の難しさを確認す

る。 

 

・スライドを用いて、対立

構造を整理させる。より

重要な理由だと考えるも

のを上部に位置付けさせ

る。（班ごとの相談を可とす

る。） 

 

・すべき ・すべきでない  

理由を書くように指示し、

理由付けを確認できるよう

にする。 

協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

powerpoint  

【構造化】 

 

Teams 

【意見表明】  

ま

と

め 

５

分 

・生成 AI によるクラスの集計結果

を確認し、双方の立場を確認す

る。 

 

 

・次回の予告を聞き、ポートフォリ

オを記入する。 

・AI の分析結果を teams に

投稿し、人数とクラスの

メンバーが重要視した価

値を確認する。 

 

・「平和」の実現のため

に、日本はどのようなか

かわり方をすべきかを、

国民が考えないといけな

いことに触れる。 

 Copilot  

【集約・分

析】 

Teams  

【共有】 

 

Excel  

【振り返り】 

 

資質・能力が育成され「深い学び」が実現している生徒の姿（学習活動の場面） 

核兵器禁止条約を通して、平和実現のあり方が多様であり、それぞれに利点や懸念点がある

ことに気づくことができている。 

核兵器禁止条約に日本は参加すべきか？参加すべきでないか？ 



   

 

   

 

理科学習指導案 

 

実施学級 第２学年３組４１名     

実施日時 令和７年９月２４日 ５時限     

実施場所 第１理科室           

  指 導 者 亀野 奈央            

                                                  

１ 単元名 植物の体のつくりとはたらき 

 

２ 単元目標 身近な植物や動物の体のつくりと働きについて、見通しをもって解決する方法を

立案して観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、生物の体のつくり

と働きについての規則性や関係性を見いだし、科学的な根拠に基づいて表現する。 

 

３ 評価の観点 

観点 評価観点別目標 

知識・技能 

植物の体のつくりとはたらきとの関係に着目しながら、葉・茎・

根のつくりとはたらきについての基本的な概念や原理・法則を理

解しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験

などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身につけてい

る。 

思考・判断・表現 

植物の体のつくりとはたらきについて、見通しをもって解決する

方法を立案して観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈

し、植物の体のつくりとはたらきについての規則性や関係性を見

出して表現しているなど、科学的に探究している。 

 
学びに向かう力・人間性 

植物の体のつくりとはたらきに関する事物・現象に進んでかかわ

り、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しよ

うとしている。 
 

４ 単元全体の指導計画（全 12時間） 

第一次 
①②③④

/12 

授業名 栄養分をつくる 

ねらい 光合成のはたらきとしくみについて学ぶ 

「深い学び」への

指導ポイント 

小学校での既習知識と関連付けながら栄養分や気体の性質を

調べる実験についての知識と技能を身につけさせる。 

第二次 ⑤/12 

授業名 植物の呼吸 

ねらい 植物の呼吸における気体の出入りについて学ぶ 

「深い学び」への

指導ポイント 

対照実験を行い比較・条件制御をしながら結論を導く過程を

身につけさせる。 

第三次 
⑥⑦⑧⑨

/12 

授業名 水や栄養分を運ぶ 

ねらい 植物の葉・茎・根のつくりとはたらきについて学ぶ 

「深い学び」への

指導ポイント 

観察を通して維管束や気孔の配置(つくり)と栄養分の運搬や

気体の出入り(はたらき)を関連付けて分析させる。 



   

 

   

 

第四次 
⑩⑪

/12 

授業名 栄養分を取り入れる 

ねらい 唾液によるデンプンの分解について学ぶ 

「深い学び」への

指導ポイント 

対照実験を行い比較・条件制御をしながら結論を導く過程を

身につけさせる。 

第五次 ⑫/12 

授業名 身近な植物の探究（本時） 

ねらい 既習知識を活用し植物の栄養分について探究する 

「深い学び」への

指導ポイント 

単元を貫く学習課題を設定し解決方法を立案させることで既

習知識の定着と活用を図る。 

 

＜本時の内容に関連する生徒の既習事項および成果物＞ 

・教科書 

   未来へ広がるサイエンス(啓林館)P23、34 

 

・第三次の成果物 

    果実に蓄えられる栄養分(3 組).xlsx 

    葉に蓄えられる栄養分(3 組).xlsx 

 

・第四次の成果物 

食物の消化(3 組).pptx 

    唾液のはたらき①(ヨウ素デンプン反応) 

唾液のはたらき②(ベネジクト反応) 

 

５. 本時（第五次 １時間目） 

 (1) 本時の指導目標 

観点 目標 手立て 

知識及び技能 

・植物の光合成によって生じた有機物は果実

等にたくわえられることを理解し、有機物

の種類(デンプンまたは糖)や量について、

実験を通して定性的に同定することができ

 

学習課題に対する解決方法を

生徒自身に立案させ、実験を

行い、結果の分析を通して考

察させる。 

思考力、判断

力、表現力等 

・学習課題解決のために必要な情報を適切に

選択し、見通しをもって解決する方法を立

案して実験を行い，その結果を分析して解

釈し，科学的な根拠に基づいて表現するこ

とができる。 

共同編集仕様の表計算ソフト

を使ったレポートを作成させ

る過程で、学習課題に対する

予想や実験の結果、考察を記

入させる。 

 

 (2) 教材 

バナナ(未熟・完熟)、ヨウ素溶液、ベネジクト溶液、沸騰石、生物用ナイフ、スライド

ガラス、カバーガラス、ピンセット、柄つき針、駒込ピペット、100mL ビーカー、ガラス

棒、試験管ばさみ、軍手、ガスバーナー、マッチ、タブレット PC、(その他生徒の実験計

画立案に基づき追加する) 

 

 

 

https://nishiwakiboe.sharepoint.com/:x:/s/23454/EUZz2uW8PONInX4sbtYvNBUBfbIXAxM-rnU3Sybl3p3b9Q?e=kZ3fh2
https://nishiwakiboe.sharepoint.com/:x:/s/23454/ESRhLgL8SkVIqpnLf0rdTwEBQDdjnYaL2D8ITpt7fkW3Wg?e=tW9bw2
https://nishiwakiboe.sharepoint.com/:p:/s/23454/EdCKzWyO6hJFin7DXvvMU2QBUCBoY_jvHDlu0RTf750MCg?e=SVThjj
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1WtQz9DMqm77nA8P6wIIFbUaOHxVYD2Y8gYSFPiRI4V4/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1ueigwgwEFUIspcGo7bam38-Ls89EUiZmLyrMFk5QzYo/edit?usp=sharing


   

 

   

 

(3) 学習指導場面の工夫 

学習形態 場面・工夫 

一斉指導 
導入およびまとめの場面において、情報が拡散的にならないよ

うに調節し、本時の学習課題に焦点化させる。 

個別最適な学び 

思考場面でヒントとなる情報(既習事項)を自分で選択できるよ

う、教科書・ノートの該当範囲に加え、これまで作成してきた

レポート、参考資料のリンク等をクラウド上で参照できるよう

にする。 

協働的な学び 
班ごとに協力して実験を行い、班別共同編集でレポート作成を

させる学習形態により、自然と協働的な学びが生まれる仕組み

を作る。 
  

 



   

 

   

 

(4) 学習の展開 

 
学習者の活動 

「深い学び」につながる学

習形態における支援 

学習

形態 

GIGA 端末・
クラウド環境の
活用 

導

入 

10

分 

 

 

・学習課題を知り、予想(根拠も併

せて)をスプレッドシートに入力

する。 

 予想の根拠は「若い方が栄養が多

いから A」「甘い方が栄養が多い

から B」など自由に記述する。 

 

 

・スポーツ選手の栄養補給

を例示し、ここでの「栄

養分」は「エネルギーの

もとになる」ものに絞

る。 

・この時点では予想の根拠

が科学的なものでなくて

も可とする。 

一斉 

個別 

予想人数

集計(スプ

レッドシ

ート) 

展

開 

30

分 

・班別で実験計画を立案する。 

① ヨウ素デンプン反応で A、Bが呈

色した割合を比較する。 

② ベネジクト反応で A、Bが呈色し

た程度を比較する。 

などが考えられるが、他の方法で

も構わない。 

 

 

 

 

 

 

・計画に基づき実験を行う。(片づ

けを含む) 

・実験記録に基づきレポートを作成

する。班別共同編集を行い、実験

結果を共有し、意見交流をしなが

ら個別に作成する。 

・予想をもとに適切な実験

計画が立案できるよう机

間指導を行う。 

・協力して実験が行えるよ

う役割分担を促す。 

・安全指導を行う。(ガラ

ス器具、火の取扱い等) 

・実験記録は班で共用する

が、分析方法や課題に対

する考察は各自でまとめ

させる。 

・実験時間、レポート作成

時間を指定する。 

・数点ピックアップし該当

生徒には声掛けをしてお

く。 

協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働 

個別 

ヒントの

提示

(Teams) 

実験計画

の確認と

共有(スプ

レッドシ

ート) 

実験ツー

ルとして

の PC利用 

(カメラ

等) 

レポート

作成(スプ

レッドシ

ート) 

ま

と

め 

10

分 

・レポートを共有し全体で意見交流

をする。 

・共有した情報をもとにレポートに

考察等を追加する。(残りは家庭

学習とする。) 

・数点レポートを紹介し指

名発表させる。 

・学習課題に対するまとめ

を行う。 

一斉 

個別 

レポート

共有 

(スプレッ

ドシート) 

 

資質・能力が育成され「深い学び」が実現している生徒の姿（学習活動の場面） 

具体的な場面を記載 

・学習課題に対して、植物の光合成によって生じた有機物の種類(デンプンまたは糖)や量を

定性的に同定する方法を立案して実験を行い、その結果を分析して解釈し、科学的な根拠

に基づいた自分なりの答えをレポートで表現することができている。 

バナナ A(未熟)とバナナ B(完熟)で栄養分が多いのはどちらか？ 
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